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本論文は、Kendallの診断アルゴリズ
、

ムにおいて推奨されている患者の診察手順が研
修医によって適切になされているかについて述べられている。

この論文によると研修医によって診察された50歳以上の発症7日以内の急性腹症
を主訴とした患者対応においてカルテレビューが行われた。

結果は、466名（平均年齢67.6歳）の患者に対して、123名の研修医が診察してい
た。Kendallの診断アルゴ、リズムとの一致率は、全体で61.2%であった。。このアルゴリズ
ムの分類に合わせると腹膜刺激兆候・ショック ・ プレショック症例（25首）、急性冠症候群疑
い（55.1唱）、心傷部または右上腹部痛（52.8%）、左上腹部痛（55.6%）において一致率が低
かった。

腹部超音波検査は、腹膜刺激兆候・ショック ・ フプレショック症例、右下腹部痛、左上
腹部痛、左下腹部痛で推奨される検査のーっとなっており、施行率はそれぞれにおい
て、25.0%、34.3%、31.8%、26.7切と低かった。

前述のような結果を踏まえて指導医による腹部超音波検査のトレーニングの強化が
必要と考えられた。

最終試験において，各審査員よ り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した
事項について種々質問を行し、ました。その結果、いずれにおいても適切な回答を得
ま した。

よ って，審査員合議のうえ，大学院医学系研究科博士課程の最終調験に合格と決
定いたしました。
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（甥 不合格 最終的験の結果 仕事ノ不合格

令和之年之月宮日 最終試験日 令和ユ年之月s- 日

論文審査において、研究指導計画書（研究実施経過報告書）を活用しtco

　以上の結果は、今後の医学教育において初期診療の質の向上に関しても意
義あるものと考えられる。
　よって本論文は、博士（学位）の学位論文として価値あるものと認めまし
た。
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本論文は， Helicobacter pylori (HP）感染がなく、上部消化管内視鏡検査で病変を認
めない患者の中 で、どのような因子が制酸薬（カリウムイオン競合型アシッドブロ
ッカー、 プロトンポンプ阻害薬、H2受容体姑抗薬）の処方と関連したかについて
述べている。

これによると、2017年 8月から2018年7月に上部消化管内視鏡検査を受けた患
者の中 で上部消化管内視樹会査で病変が検出されず、HP感染のない 55歳から89
歳を登録し、中年群（55～69歳）および高齢群（70 ～89歳）の2群に分け、多変
量解析によって評価した。 結果は、 中年 群は272人、 高齢群は148人であり、 加

論文審査結果の 齢は両群で制酸薬の投与に関わる因子であった（其々、P=0.002 、P=0.007）。併

要旨 存疾息では、中年群で食道裂孔ヘルニアが（P=0.002）、 また高齢群でカルシウム
指抗薬内服は、制酸薬の投与に関わる因子であった（P=0.013）。

このことは、加齢とともに非びらん性逆流性食道炎などの機能性消化管疾患の有
病率が増加すること、また食道裂孔ヘルニアやCa措抗薬内服による下部食道括約
筋機能の低下が報告されていることに合致していると考察している。

以上の成績は， Helicobacterpylori (HP）感染がなく、上部消化管内視鏡検査で病変を
認めない患者の特性について，新しい知見を加えたものであり，意義あるものと考
えられる。

よって本論文は， 博士（医学）の学位論文として価値あるものと認めた。

最終試験において，各審査員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事
項について種々質問を行ったが， いすすもI乙ついても適切な回答を得た。

最終試験の結果 よって，審査員合議のうえ，大学院医学系研究科博士課程の最終試験に合格と決

の要旨 定した。

論文審査の結果 住掴 不合格 最終試験の結果 ｜錨 不合格

論文審査日 令和 2年 3月 2日 最終誤験日 令和 2年 3月 2日

チエr 論文審査において、研究指導計画書（抑E劫峰過報告書）を活用した。
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